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病床機能分化連携基盤整備事業の概要

香川県地域医療構想において、2025年の必要病床数に対して不足する回復期機能病床の整備を促進することで、病床機能分化・連携を推進し，将来
の医療需要に対応できる医療提供体制の構築を図るため、【病床機能分化連携基盤整備事業】を実施しています。

概 要

〇病院
施設： 急性期病床等からの転換により、「回復期リハビリテーション病棟入院料」または「地域包括ケア病棟入院料」を算定する病棟、

「地域包括ケア入院医療管理料」を算定する病室当の新築・増改築・改修を行う場合に要する工事費又は工事請負費
設備： 上記病棟・病室として必要な医療機器の備品購入費

〇有床診療所
施設： 回復期機能の充実に必要な施設の新築・増改築・改修に要する工事費又は工事請負費
設備： 上記病棟・病室として必要な医療機器の備品購入費

補 助 対 象

補助基準額
〇病院

施設：転換する病床１床当たり 3,910千円
設備：１施設当たり 11,000千円（１品当たり100千円以上の設備が対象 １施設当たり1,100千円未満の場合は補助対象外）

〇有床診療所
施設：新設・増設する面積（上限450㎡）×単価（鉄筋コンクリート200,800円、ブロック 175,100円 等）
設備：１施設当たり 11,000千円（１品当たり100千円以上の設備が対象 １施設当たり1,100千円未満の場合は補助対象外）

補助率 １／２（補助基準額と実事業費を比較し、少ない方の額に補助率をかけて補助額を求める）

補 助 基 準 額 及 び 補 助 率

〇 令和3年度・4年度の事業要望を募集した結果、以下のとおり応募があった。
〇 東部構想区域 ２病院 回復期病床 18床整備 令和４年度実施予定

事 業 の 応 募 状 況 に つ い て

〇実績（平成27年度から令和2年度）
施設数 12医療機関
病床数 187床

事 業 実 績



病床機能再編支援事業の概要について①

単独支援給付金

統合支援給付金

債務整理支援給付金



病床機能再編支援事業の概要について②
〇 単独の医療機関の病床再編又は医療機関の統合に伴う病床再編により、平成30年度の病床機能報告における高度急性期・

急性期・慢性期（以下「対象３区分」という。）の稼働病床から病床を削減する医療機関が対象となる。
〇 地域医療構想調整会議・医療審議会での協議を踏まえて、地域医療構想実現に向けて必要な取組と認められる必要がある。
〇 病床再編後の対象3区分の許可病床数が平成30年度の病床機能報告の90%以下となる必要がある。
〇 地域医療構想の実現を目的としたものでない病床再編（経営困難等によるもの）は支援対象とならない。
〇 債務整理支援給付金のみ、統合によって廃止となる医療機関の未返済の債務を返済するために金融機関から新たに融資を

受けている必要がある。

支援対象（単独支援・統合支援・債務整理支援）

単独支援給付金・
統合支援給付金

病床 削減する
稼働率 病床

1床当たり
50%未満 1,140千円
50%－60%  1,368千円
60%－70% 1,596千円
70%－80%  1,824千円
80%－90% 2,052千円
90%以上 2,280千円

支 援 額

債務整理支援給付金

統合によって廃止とな
る医療機関の未返済の債
務を返済するために金融
機関から新たに受けた融
資に対する利子の総額。

上限 融資期間 20年
利率 0.5%/年

〇 令和3年度・4年度の事業要望を募集した結果、応募はなかった。

事 業 の 応 募 状 況 に つ い て

〇 支援金の使途については、自由とされている。
〇 実績報告についても、不要である。

支 援 金 の 使 途 に つ い て

〇 実績（令和2年度） なし
※当事業は、令和2年度から開始されている。

事 業 実 績


